
令
和
六
年
春
の
叙
勲
が
四
月
二

九
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
全
国
で
六
二
七
名
、
う
ち
兵

庫
県
で
は
、
元
消
防
吏
員
・
元
消

防
団
員
あ
わ
せ
て
二
一
名
が
叙
勲

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に

わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

す
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に

対
し
て
、
率
先
し
て
敢
然
と
立
ち

向
か
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
力
の
強
化
、
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
防
の
発

展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
等
、

こ
れ
ま
で
の
功
績
に
よ
り
、
そ
の

栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
令

和
六
年
五
月
一
〇
日
（
金
）
に
東

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
命
、
身

体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害
か

ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ
た

り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に

精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の
強

化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
の

発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福

祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
令

和
六
年
五
月
一
三
日
（
月
）
に
東

京
都
千
代
田
区
の
合
同
庁
舎
第
二

号
館
地
下
二
階
講
堂
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
全
国
の
消
防
功
労
関
係
受

章
者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県

の
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

瑞
宝
双
光
章
　
　
三
一
九
名

瑞
宝
単
光
章
　
　
三
〇
六
名

　
　
計
　
　
　
　
六
二
五
名

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
　
　
　
植
田
　
敏
明

元
明
石
市

　
消
防
司
令
長
　
上
谷
　
節
雄

元
美
方
郡
広
域
事
務
組
合

　
消
防
司
令
長
　
植
村
　
博
昭

元
川
西
市

　
消
防
司
令
長
　
河
合
　
照
宏

元
三
田
市

　
消
防
司
令
長
　
北
脇
　
廣
文

元
神
戸
市

　
消
防
監
　
　
　
木
下
　
士
郎

京
都
千
代
田
区
の
合
同
庁
舎
第
二

号
館
地
下
二
階
講
堂
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
）

　瑞
宝
中
綬
章
　
　
　
　
一
名

瑞
宝
小
綬
章
　
　
　
三
五
名

旭
日
双
光
章
　
　
　
　
四
名

瑞
宝
双
光
章
　
　
一
一
六
名

瑞
宝
単
光
章
　
　
四
七
一
名

　
　
計
　
　
　
　
六
二
七
名

兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
正
監
　
　
岸
本
　
耕
一

元
神
戸
市

　
消
防
司
監
　
　
嶋
　
　
秀
穂

◎
瑞
宝
双
光
章

元
明
石
市
消
防
団

　
団
長
　
　
　
　
安
達
　
哲
哉

元
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
団
長
　
　
　
　
太
田
　
克
己

元
明
石
市

　
消
防
正
監
　
　
岡
田
　
教
宏

元
豊
岡
市
日
高
消
防
団

　
団
長
　
　
　
　
成
田
　
安
浩

元
赤
穂
市
消
防
団

　
団
長
　
　
　
　
𠮷
田
　
清
光

◎
瑞
宝
単
光
章

元
高
砂
市
消
防
団

　
分
団
長
　
　
　
石
原
　
勝
広

元
高
砂
市
消
防
団

　
団
長
　
　
　
　
伊
藤
　
定
雄

元
丹
波
篠
山
市
消
防
団

　
団
長
　
　
　
　
田
畑
　
幸
生

元
豊
岡
市
城
崎
消
防
団

　
副
団
長
　
　
　
中
井
　
博
文

元
洲
本
市
消
防
団
　

　
団
長
　
　
　
　
中
原
　
章
晴

元
宝
塚
市
消
防
団

　
分
団
長
　
　
　
二
井
　
久
和

元
香
美
町
消
防
団

　
団
長
　
　
　
　
西
村
　
　
功

元
明
石
市
消
防
団

　
副
団
長
　
　
　
橋
本
　
敏
光

元
尼
崎
市
消
防
団

　
分
団
長
　
　
　
樋
口
　
勝
朗

元
洲
本
市
消
防
団
　

　
分
団
長
　
　
　
不
動
　
方
義

元
姫
路
市
安
富
町
消
防
団

　
副
団
長
　
　
　
細
野
　
雅
一

元
西
宮
市
消
防
団

　
分
団
長
　
　
　
森
本
　
安
雄

元
神
戸
市
垂
水
消
防
団

　
副
団
長
　
　
　
八
木
　
耕
一

元
姫
路
市
飾
磨
消
防
団
　

　
分
団
長
　
　
　
𠮷
田
　
達
生

元
小
野
市
　

　
消
防
司
令
長
　
近
都
登
志
人

元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
　
　
　
小
林
浩
太
郎

元
神
戸
市

　
消
防
監
　
　
　
辻
　
　
　
正

元
加
古
川
市

　
消
防
監
　
　
　
友
定
　
　
眞

元
猪
名
川
町

　
消
防
司
令
長
　
野
口
　
　
優

元
神
戸
市

　
消
防
監
　
　
　
波
方
　
宏
彰

元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
　
　
　
前
川
　
　
明

元
豊
岡
市

　
消
防
監
　
　
　
松
岡
　
勇
人

元
神
戸
市

　
消
防
正
監
　
　
水
島
　
　
隆

元
伊
丹
市

　
消
防
監
　
　
　
山
下
　
正
実

◎
瑞
宝
単
光
章

元
宝
塚
市

　
消
防
司
令
長
　
市
場
　
通
行

元
芦
屋
市

　
消
防
司
令
　
　
今
石
　
佳
太

元
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合

　
消
防
司
令
　
　
谷
口
　
和
幸

元
姫
路
市
　

　
消
防
司
令
　
　
長
濱
　
　
洋

元
西
宮
市

　
消
防
司
令
長
　
安
居
　
秀
幸

二
一
名
が
受
章

二
一
名
が
受
章

令
和
六
年

春
の
叙
勲（
消
防
関
係
）

令
和
六
年

春
の
叙
勲（
消
防
関
係
）

第四二回危険業務従事者叙勲が
令和六年四月二九日に発令

二 

一 

名
の
兵
庫
県
下

　
　
元
消
防
職
員
の
皆
様
が

　
　
　
　
消
防
功
労
関
係
で
受
章

（1） 兵　　庫　　消　　防

発 行 所
公益財団法人兵庫県消防協会
神戸市中央区下山手通4丁目16番3号

編集発行人　安　満　真　哉

守
り
た
い

未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心

二
〇
二
四
年

全
国
統
一
防
火
標
語

第 702 号 令和６年秋号

兵
庫
消
防

294913_shobo_vol702_01



安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
は
、
「
安
全
思

想
の
普
及
徹
底
又
は
安
全
水
準
の
向
上
の
た
め
、

各
種
安
全
運
動
、
安
全
の
た
め
の
研
究
、
も
し

く
は
教
育
又
は
災
害
の
発
生
の
防
止
も
し
く
は

被
害
軽
減
に
尽
力
し
、
又
は
貢
献
し
た
方
々
の

士
気
高
揚
を
図
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
消

防
職
員
や
団
員
を
除
く
個
人
・
団
体
を
受
賞
対

象
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
表
彰
で
す
。

受
賞
式
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
七
月
一
〇

日
（
水
）
に
東
京
都
千
代
田
区
の
合
同
庁
舎
第

二
号
館
地
下
二
階
講
堂
に
て
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
受
賞
者
数
及
び
県
内
の
受
賞

者
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
全
国
受
賞
者
数
）

安
全
功
労
者
表
彰

　
（
個
人
）
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
名

　
（
団
体
）
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
団
体

兵
庫
県
内
受
賞
者 

○
安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰 

（
個
人
） 

谷
勝
　
公
代 

（
団
体
）
東
山
地
区
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

　
　
　
　
尼
崎
製
罐
株
式
会
社 

武
庫
川
工
場

安全功労者総務大臣表彰 総務大臣とともに記念撮影

松本総務大臣から代表受領を受ける谷勝公代氏

令和六年度
安全功労者総務大臣表彰

兵　　庫　　消　　防 （2）第 702 号 令和６年秋号
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慰霊祭の様子

「淡路市消防団団歌」の熱唱

赤穂義士記念碑

全国消防殉職者慰霊碑

周辺地図

ニッショーホール

日本消防会館全景

か
ね
て
か
ら
建
設
が
進
ん
で
お

り
ま
し
た
日
本
消
防
会
館
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
一
〇
月
三
日

（
木
）
、
当
会
館
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
に
お
け
る
初
の
公
式
行
事

と
し
て
、
第
四
三
回
全
国
消
防
殉

職
者
慰
霊
祭
が
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

昭
和
五
七
年
以
来
、
毎
年
、
全

国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ

て
お
り
、
本
年
は
三
柱
の
御
霊
が

新
た
に
合
祀
さ
れ
、
明
治
五
年
か

ら
の
消
防
殉
職
者
等
の
御
霊
は
、

五
，
七
九
〇
柱
と
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

兵
庫
県
か
ら
は
消
防
協
会　

安

満
会
長
・
岸
谷
名
誉
会
長
と
と
も

に
、
神
戸
市
並
び
に
宝
塚
市
の
二

組
五
名
の
ご
遺
族
が
参
列
さ
れ
、

故
人
を
偲
ぶ
良
い
機
会
に
恵
ま
れ

た
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

同
日
午
後
か
ら
は
、
新
会
館
建

設
に
あ
た
り
協
力
を
求
め
た
消
防

関
係
者
に
披
露
す
る
た
め
「
あ
り

が
と
う
！　

新
日
本
消
防
会
館
完

成
記
念
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。主

催
者
・
来
賓
の
ご
挨
拶
の
後
、

祝
賀
会
で
は
消
防
団
の
歌
が
披
露

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
近
畿
地
区

を
代
表
し
て
淡
路
市
消
防
団
が
登

壇
し
、
「
淡
路
市
消
防
団
団
歌
」

を
消
防
団
員
だ
け
で
な
く
門
康

彦
・
淡
路
市
長
も
共
に
熱
唱
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
ど
よ
め
き
が

起
こ
る
と
と
も
に
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
締
め
く
く
り
と
し
て
、

新
し
い
日
本
消
防
会
館
の
完
成
を

祝
う
と
と
も
に
、
日
本
消
防
の
総

合
的
中
核
拠
点
と
し
て
最
大
限
活

用
し
、
国
民
の
生
命
財
産
を
守
り

抜
く
消
防
の
使
命
達
成
の
た
め
、

日
本
消
防
の
一
層
の
充
実
強
化
、

益
々
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
す
た

め
、
「
新
会
館
、
日
本
消
防
の
一

層
の
発
展
へ
」
宣
言
が
会
場
で
決

議
さ
れ
、
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に

閉
幕
し
ま
し
た
。

新
日
本
消
防
会
館
概
要

新
し
い
日
本
消
防
会
館
は
、
屋

上
に
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
碑
が

安
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
主
要
な

消
防
関
係
団
体
が
多
数
入
居
す
る

と
と
も
に
、
一
階
に
消
防
防
災
活

動
の
一
層
の
充
実
に
関
連
す
る
幅

広
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
日
本
消
防
防
災
情
報
セ

ン
タ
ー
、
二
階
に
は
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
と
会
議
室
が
あ

り
、
三
〜
五
階
は
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
旧
日
本
消
防
会
館
の
一

階
に
設
置
さ
れ
て
い
た
赤
穂
義
士

に
ま
つ
わ
る
「
洗
足
の
井
戸
」
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
、
江
戸
見
坂

テ
ラ
ス
側
の
壁
面
に
「
赤
穂
義
士

本
懐
を
遂
げ
自
訴
す
」
と
題
し
た

記
念
碑
が
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
建
物
概
要

　

所 

在 

地
：
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
九
番
一
六
号

　

敷
地
面
積
：
一
，
九
二
五
・
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

　

建
築
面
積
：
一
，
四
二
一
・
九
五
平
方
メ
ー
ト
ル

　

延
床
面
積
：
一
六
，
三
五
六
・
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル

　

階　
　

数
：
地
上
一
四
階　

地
下
二
階
、Ｐ
Ｈ
一
階

　

建
物
構
造
：
地
上
Ｓ
造
、
地
下
Ｓ
Ｒ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
造
、

　
　
　
　
　
　

制
震
構
造
（
高
性
能
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
採
用
）

　

防
災
対
応
：
帰
宅
困
難
者
受
入
れ
（
六
〇
〇
人
）
※
備
蓄
食
料
、
飲
料

　
　
　
　
　
　

水
、
ト
イ
レ
等

　
　
　
　
　
　

一
階
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
地
上
波
情
報
提
供

　
　
　
　
　
　

非
常
用
発
電
機
（
七
二
時
間
電
力
供
給
）

　
　
　
　
　
　

モ
バ
イ
ル
通
信
機
器
充
電
対
応　

ほ
か

　

竣　
　

工
：
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
八
月

第
四
三
回

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭  

並
び
に

 

「
あ
り
が
と
う
！
　
新
日
本
消
防
会
館

　
　
　
　
　
　
完
成
記
念
大
会
」の
開
催

〜
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
て
〜

安満会長（日本消防協会副会長)
による閉会あいさつ
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公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
六
年
度
兵
庫
県
女
性
消
防
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
術
研
修
会
　
開
催
！

突撃取材

ドローン実技講習実機ドローン水中用点検機（展示）

「株式会社てんと線」代表取締役　折戸　宏次氏

中嶋事務局長挨拶

ドローン実技講習の様子

令
和
六
年
八
月
二
五
日
（
日
）
、
女
性
消
防
団

員
技
術
研
修
会
と
し
て
「
ド
ロ
ー
ン
操
作
講
習

会
」
を
、
県
立
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
消
防
学
校
に

お
い
て
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
は
大
規
模
災
害
に
限
ら
ず
、
常
時
発

生
す
る
災
害
に
対
し
て
も
俯
瞰
的
な
視
点
で
情
報

収
集
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
災
害
対
応
に

有
用
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
近
年
消

防
団
に
対
す
る
国
庫
補
助
事
業
の
補
助
対
象
に
ド

ロ
ー
ン
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
現
場
に
お
け

る
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
促
進
に
向
け
た
取
組
が
推

進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
講
師
に
国
土
交
通
省
登
録
講
習
機
関

「
株
式
会
社
て
ん
と
線
」
代
表
取
締
役
　
折
戸
宏

次
氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
基
礎
講
習
と
実
技
講

習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
礎
講
習
で
は
、
災
害
現
場
で
の
活
用
事
例
、

ド
ロ
ー
ン
関
係
の
法
制
度
、
ド
ロ
ー
ン
操
作
方
法

に
つ
い
て
学
び
、
実
技
講
習
で
は
四
班
に
分
か
れ
、

離
陸
／
基
本
操
縦
／
着
陸
と
い
ず
れ
か
を
体
験
操

作
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
実
際
の
操
作

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
今
後
の
活
動
で
必
要
に

な
っ
た
時
に
積
極
的
に
動
き
た
い
」
な
ど
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
災
害
現
場
で
の
活
用
は
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
で
す
が
、
女
性
消
防
団
員
の
活
動
の
幅

が
広
が
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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実践操法大会

山林火災訓練

消防大会

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
よ
り
実
践
的
な
活
動
技

術
の
向
上
を
目
指
し
、
隔
年
で
実

施
し
て
い
る
市
消
防
実
践
操
法
大

会
は
西
脇
市
消
防
団
と
し
て
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
度
は
、
団
員
負
担
軽
減
検

討
会
議
を
開
催
し
、
上
位
消
防
操

法
大
会
の
出
場
は
、
選
択
制
を
取

り
ま
し
た
。
消
防
操
法
訓
練
の
減

少
分
を
各
部
で
の
訓
練
や
分
団
合

同
訓
練
を
増
や
す
と
と
も
に
、
消

防
署
と
の
連
携
訓
練
も
多
く
取
り

入
れ
、
活
動
の
質
の
維
持
、
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
訓
練
に
つ
い
て
】

全
体
訓
練
と
し
て
、
新
部
長
訓

練
、
新
入
団
員
訓
練
及
び
機
関
員

西
脇
市
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
、
東
経
一
三
五
度
と
北
緯
三
五

度
が
交
差
す
る
「
日
本
列
島
の
中

心
・
日
本
の
へ
そ
」
に
位
置
し
て

お
り
、
東
西
約
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
南
北
約
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
は
一
三
二
・
四
四
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
兵
庫
県
面
積
の
約

一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。

め
ざ
す
べ
き
都
市
像
を
「
人
輝

き　
未
来
広
が
る　
田
園
協
奏
都
市
」

と
掲
げ
、誰
も
が
い
き
い
き
と
活
動

し
、
心
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
「
播
州
織
」
や
「
播

州
釣
針
」
を
地
場
産
業
と
し
て
栄

え
て
お
り
、 

神
戸
ビ
ー
フ
の
素

牛
と
な
る
「
黒
田
庄
和
牛
」
や
酒

造
好
適
米
の
代
表
で
あ
る
「
山
田

錦
」
な
ど
、
選
び
き
れ
な
い
ほ
ど

魅
力
的
な
特
産
品
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

【
西
脇
市
消
防
団
に
つ
い
て
】

西
脇
市
消
防
団
は
、
七
分
団
で

構
成
さ
れ
八
五
三
名
の
団
員
が

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ

い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
各
分

団
の
定
期
的
な
各
種
訓
練
や
、
各

種
防
災
関
係
団
体
と
の
連
携
訓
練

を
重
点
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る

多
岐
に
わ
た
っ
て
活
動
し
、
火
災

時
に
は
消
防
隊
と
連
携
し
た
、
救

助
、
救
急
活
動
、
避
難
誘
導
、
警

戒
区
域
の
設
定
、
群
衆
の
整
理
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
時
に
は
、
消
防
団
員

が
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
、
災

害
防
御
活
動
に
非
常
に
大
き
な
戦

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
紹
介

【
消
防
団
員
入
団
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足
】

全
国
的
に
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
わ
が
神
戸
市
長
田
消

防
団
で
は
消
防
団
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
、
消
防
団
員
の
入
団
促

進
に
関
す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
入
団
促
進
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

入
団
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
消
防
団
を
知
っ
て
も
ら
う
為

の
ア
イ
テ
ム
が
な
い
と
の
団
員
か

ら
の
要
望
で
、
入
団
促
進
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
足
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

神
戸
市
長
田
区
（
人
口
九
二
，

六
八
一
人　

面
積
一
一
・
三
六
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
神
戸
市

の
中
南
部
に
位
置
し
、
神
戸
市
全

九
区
の
う
ち
人
口
密
度
は
最
大
、

面
積
は
最
小
の
区
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
大
規

模
な
火
災
が
発
生
し
、
商
業
地
や

住
宅
地
が
消
失
す
る
な
ど
甚
大
な

被
害
が
あ
っ
た
地
域
で
す
が
、
平

成
二
一
年
に
は
長
田
区
に
ゆ
か
り

あ
る
漫
画
家
・
横
山
光
輝
氏
の
代

表
作
『
鉄
人
二
八
号
』
の
巨
大
像

が
新
長
田
駅
前
に
新
た
な
地
域
の

顔
と
し
て
誕
生
し
、
令
和
元
年
に

は
「
新
長
田
合
同
庁
舎
」
（
県
市

合
同
庁
舎
）
が
竣
工
さ
れ
る
な
ど
、

全
国
へ
復
興
の
発
信
を
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

長
田
区
は
、
神
戸
「
履
き
倒
れ

の
街
」
を
象
徴
す
る
ケ
ミ
カ
ル

シ
ュ
ー
ズ
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、

神
戸
三
大
神
社
の
一
つ
と
さ
れ
る

長
田
神
社
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

牛
す
じ
と
こ
ん
に
ゃ
く
を
煮
込
ん

だ
「
ぼ
っ
か
け
」
と
、
ネ
ギ
を
う

ど
ん
に
乗
せ
た
「
ぼ
っ
か
け
う
ど

ん
」
や
「
そ
ば
め
し
」
も
長
田
区

が
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
、
庶
民
的

で
中
小
企
業
の
多
い
下
町
情
緒
溢

れ
る
ま
ち
で
す
。

神
戸
市
長
田
消
防
団
の
構
成
は
、

八
つ
の
分
団
、
九
箇
所
の
詰
所
を

拠
点
に
現
団
員
一
四
五
名
に
よ
り
、

平
常
時
に
は
各
分
団
に
お
い
て
、

放
水
訓
練
、
ポ
ン
プ
点
検
、
救
急

講
習
指
導
、
地
域
訓
練
指
導
な
ど

P
i
c
k
 
U
p
!

「
活
動
の
質
の
維
持
、

　
　
　
　
　
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
」西脇

市
消
防
団

「
全
国
へ
発
信
　
わ
が
ま
ち

 

わ
が
神
戸
市
長
田
消
防
団
！
」

神
戸
市
長
田
消
防
団

　

各
分
団
よ
り
団
員
が
集
ま
り
ゼ

ロ
か
ら
の
製
作
と
な
り
ま
し
た
が
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
を
使
用
し
、
消
防
団
員

の
募
集
広
報
に
意
欲
を
持
ち
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

大
学
や
企
業
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

大
学
に
通
う
学
生
や
、
各
分
団
の

管
轄
区
域
を
越
え
て
、
長
田
区
全

域
で
特
定
の
消
防
団
活
動
を
行
う

区
全
域
活
動
団
員
を
本
団
付
団
員

と
し
て
採
用
し
、
消
防
団
員
の
充

実
強
化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

【
防
災
教
育
】

令
和
五
年
よ
り
小
学
校
の
防
災

教
育
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
授

業
に
講
師
で
参
加
し
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
資
料
や
動
画
に
よ
る
教
材
を

使
用
し
て
消
防
団
に
つ
い
て
の
活

動
内
容
を
伝
え
る
こ
と
や
、詰
所
見

学
で
資
機
材
等
の
展
示
を
す
る
な

ど
、消
防
団
の
広
報
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
好
評

で
し
た
の
で
、
今
年
も
小
学
校
か

ら
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
長
田
F
A
S
T
】

救
命
効
果
の
一
層
の
向
上
を
図

る
た
め
、
地
域
に
お
い
て
応
急
手

当
の
普
及
活
動
を
す
る
救
急
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
〇
年
度
か
ら
神
戸
市

長
田
消
防
団
は
市
民
救
命
士
講
習

実
施
団
体
（
通
称
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）
に

登
録
し
、
救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
資
格
の
維
持
と
知
識
・
技

術
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
指
導
能
力
を
身
に

つ
け
て
い
ま
す
。

平
成
三
一
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

神
戸
ま
つ
り
長
田
区
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
場
し
て
、
お
子
様
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
区
民
の
皆
様
に
一

緒
に
楽
し
く
心
肺
蘇
生
法
の
一
連

の
手
順
を
、
簡
略
化
し
て
覚
え
ら

れ
る
よ
う
制
作
し
た
長
田
救
命
体

操
を
用
い
て
心
配
蘇
生
法
の
普
及

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

講
習
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
訓
練
等
を
通
じ
て
分
団
を

超
え
た
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築

し
、
災
害
活
動
時
の
連
携
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
と
秋
の
火
災
予
防
運

動
に
伴
い
、
各
分
団
持
ち
回
り
方

式
で
隣
接
分
団
と
の
合
同
訓
練
を

実
施
し
、
山
林
火
災
等
で
の
連
携

強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
自
主
防
災
会
が
実
施

す
る
訓
練
へ
の
参
加
や
、
普
通
救

命
講
習
会
の
受
講
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

【
最
後
に
】

消
防
団
の
火
災
予
防
啓
蒙
活
動

と
市
民
の
防
火
意
識
向
上
に
よ
り
、

西
脇
市
の
火
災
件
数
は
昔
と
比
較

し
て
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
同

時
に
、
団
員
の
現
場
経
験
が
少
な

く
活
動
レ
ベ
ル
や
危
険
予
知
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
今
後

も
日
々
の
訓
練
を
重
ね
、
西
脇
市

の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
所
存
で
す
。

心肺蘇生法の普及広報

入団促進パンフレット

防
団
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

と
痛
感
し
た
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
私
の
実
家
の
火
災
で
し
た
。
こ
の
火

災
で
家
屋
は
全
焼
し
、
祖
父
と
父
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
深
夜
二
時
ご
ろ
の
こ
と
で
、

私
が
発
見
し
通
報
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

ま
ず
一
一
九
の
番
号
が
咄
嗟
に
出
て
こ
ず
、

家
の
番
地
が
思
い
浮
か
ば
な
い
、
状
況
が

説
明
で
き
な
い
な
ど
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た

こ
と
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
近
所
の
方
や
消
防
団
、
消
防

署
の
方
た
ち
に
消
火
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
で
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、

消
防
団
は
大
変
な
活
動
で
す
が
、
必
要
と

し
て
い
る
人
間
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

火
災
や
災
害
は
こ
ち
ら
の
備
え
だ
け
で
は

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
協

力
し
て
助
け
合
う
活
動
が
、
消
防
団
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

～消防団に入って～

豊岡市但東消防団
団員

水縄　誠

われら若手消防団員

就
職
が
決
ま
り
、
地
元
に
帰
っ
て
き

て
二
年
ほ
ど
た
っ
た
頃
、
近
所
の
消
防

団
員
の
方
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
軽
い
気

持
ち
で
入
る
こ
と
に
な
っ
て
、
早
い
も

の
で
一
〇
年
以
上
経
過
し
ま
し
た
。
消

防
団
の
活
動
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
出
初

や
、
操
法
大
会
な
ど
は
な
か
な
か
に
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
経
験
で
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
に
参
加
し
て
い
る
全
て
の
人
が

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
消
防
団
活
動

に
少
な
か
ら
ず
費
や
し
て
、
地
域
の
安

全
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
こ
の
時
初

め
て
理
解
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
当
の
意
味
で
消
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がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

さ
れ
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
最
後

に
「
皆
さ
ん
が
大
き
く
な
っ
た
ら

地
元
の
消
防
団
に
入
っ
て
下
さ

い
」
と
訓
練
を
締
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
品
川
団
長
が
就
任
さ
れ
て
か

ら
早
や
四
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
奮
闘
し
て
い

た
だ
き
、
市
川
町
消
防
団
を
牽
引

し
、災
害
か
ら
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
と
団
員
の

　
安
全
・
安
心
を
守
る
」

朝
来
市
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
、
京
阪
神
や
山
陰
地

方
か
ら
鉄
道
、
高
速
道
路
等
を
利

用
し
て
お
よ
そ
一
時
間
半
か
ら
二

時
間
と
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

の
地
に
あ
り
ま
す
。

朝
来
市
消
防
団
は
、
朝
来
市
の

誕
生
と
と
も
に
発
足
し
、
現
在
は

四
支
団
、
三
〇
分
団
、
団
員
数
八

五
二
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
は
、
朝
来
市
消
防
団
が
発
足

し
て
か
ら
、
二
〇
年
の
節
目
迎
え

る
年
で
も
あ
り
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
う
え
で
、
さ
ら
な
る

消
防
力
の
充
実
化
と
防
災
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

そ
ん
な
八
五
二
名
の
団
員
を
束

ね
る
足
立
団
長
は
、
平
成
元
年
に

消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
的
確
な
判

断
力
と
素
晴
ら
し
い
統
率
力
が
認

「
防
災
力
向
上
を

　
　
　
　
目
指
し
て
」

市
川
町
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
ハ
ー
ト
型
を
し
た

ま
ち
で
す
。
町
の
中
央
部
を
清
流

市
川
が
と
う
と
う
と
流
れ
、
穏
や

か
な
川
面
に
、
田
園
と
山
並
み
が

映
り
ま
す
。
市
川
町
消
防
団
は
昭

和
三
〇
年
に
発
足
し
、
現
在
は
一

団
二
六
分
団
、
団
員
数
は
四
〇
〇

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

品
川
団
長
は
、
平
成
一
七
年
に

入
団
さ
れ
、
副
団
長
を
務
め
ら
れ

た
後
、
令
和
六
年
四
月
に
団
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
六
年
度

の
重
点
努
力
目
標
と
し
て
『
地
域

防
災
力
の
要
と
な
る
消
防
団
』
を

掲
げ
ら
れ
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
取
る
こ
と
を

意
識
し
て
活
動
さ
れ
、
火
災
・
災

害
・
地
震
の
災
害
対
策
に
も
地
域

の
方
々
の
情
報
を
共
有
し
て
迅
速

に
対
応
出
来
る
よ
う
、
消
防
団
と

地
域
住
民
の
合
同
訓
練
を
重
視
し
、

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
事
の
際

に
は
団
員
を
ま
と
め
、
的
確
な
指

示
を
出
さ
れ
る
の
で
皆
か
ら
の
厚

い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

昨
年
度
よ
り
取
り
組
ま
れ
た
町

内
四
小
学
校
の
避
難
訓
練
の
参
加

を
引
き
継
が
れ
、
未
来
の
消
防
団

員
確
保
と
消
防
団
Ｐ
Ｒ
に
力
を
注

が
れ
て
い
ま
す
。

避
難
訓
練
で
は
、
放
水
体
験
や

ポ
ン
プ
車
の
乗
車
体
験
等
を
実
施

め
ら
れ
、
令
和
六
年
四
月
に
第
七

代
朝
来
市
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

長
年
、
自
営
業
と
し
て
自
動
車

整
備
を
営
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
プ
ロ
の
目
と
技
術

に
よ
り
、
消
防
車
両
の
不
具
合
早

期
発
見
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
一

度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
整

備
に
使
用
さ
れ
る
小
さ
な
部
品
や

工
具
は
、
そ
の
役
目
を
終
え
る
ま

で
丁
寧
に
扱
わ
れ
、
整
備
さ
れ
る

車
両
一
台
一
台
に
、
真
心
を
込
め

て
対
応
さ
れ
る
姿
は
、
団
員
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
一
つ
ひ
と

つ
の
災
害
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

「
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
が
守

る
」
と
い
う
「
使
命
感
」
に
も
通

ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
消
防
団
員
の
確
保
が
難

し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
一

方
で
頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
災
害

に
よ
り
消
防
団
へ
の
期
待
が
日
増

し
に
高
ま
る
中
で
、
消
防
技
術
の

向
上
、
予
防
消
防
、
人
材
育
成
な

ど
と
い
っ
た
活
動
に
加
え
、
社
会

環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

火
災
の
無
い
、災
害
に
強
い
朝
来
市

を
目
指
し
て
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
災
害
に
強
い
消
防
団
に
」

　

宝
塚
市
は
、
県
南
東
部
に
位
置

し
、
市
域
は
南
北
に
細
長
く
、
宝

塚
歌
劇
や
阪
神
競
馬
場
の
ほ
か
、

住
宅
地
が
広
が
る
南
部
市
街
地
と
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
田
園
風

景
が
広
が
る
北
部
農
村
地
域
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
塚
市
消
防
団
は
、
昭
和
二
九

年
四
月
、
宝
塚
市
の
誕
生
と
と
も

に
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和
五
〇
年

に
は
、
南
部
市
街
地
の
常
備
消
防

力
拡
充
に
伴
う
消
防
団
組
織
の
改

編
を
行
い
、
現
在
は
、
北
部
農
村

地
域
を
拠
点
と
し
て
、
一
〇
分
団

一
六
三
名
、
機
能
別
消
防
分
団
一

二
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

蔵
本
団
長
は
、
昭
和
六
一
年
に

入
団
さ
れ
、
平
成
二
三
年
か
ら
副

団
長
を
務
め
、
令
和
五
年
一
〇
月

に
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
普
段
は
管
工
事
業
や
水
道
施

設
工
事
業
な
ど
の
会
社
を
営
ん
で

い
ま
す
が
、
団
長
に
就
任
さ
れ
て

か
ら
は
、自
身
の
仕
事
を
減
ら
し
、

消
防
団
活
動
の
た
め
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
温

厚
で
周
り
へ
の
気
遣
い
が
抜
群
の

蔵
本
団
長
は
、
団
員
か
ら
の
信
頼

は
厚
く
愛
さ
れ
る
存
在
で
す
。

　

災
害
も
多
種
多
様
化
し
て
い
く

中
で
、
高
齢
化
が
進
み
、
団
員
確

保
に
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
蔵
本
団
長
が
就
任
し
て
か
ら

は
、
災
害
に
強
い
消
防
団
を
作
り

上
げ
る
た
め
、
林
野
火
災
の
訓
練

や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
護
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後

も
北
部
農
村
地
域
を
守
る
た
め
、

宝
塚
市
消
防
団
一
丸
と
な
っ
て
、

各
種
災
害
対
応
能
力
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

市
川
町
消
防
団
長　
　

品
川　

太
志

朝
来
市
消
防
団
長　
　

足
立　

守
広

宝
塚
市
消
防
団
長　
　

蔵
本　

直
文

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。
明
石
市
女
性
消
防

団
女
組
（
め
ぐ
み
）
で
す
。 

私
た
ち
の
住
む
明
石
市
は
兵
庫
県

の
南
部
に
位
置
し
て
お
り
、
瀬
戸
内

海
に
面
し
た
豊
か
な
漁
場
で
は
、
鯛

や
タ
コ
が
た
く
さ
ん
と
れ
、
明
石
焼

き
が
有
名
で
す
。
市
の
東
部
に
は
自

慢
の
天
文
科
学
館
が
あ
り
、
日
本
の

時
間
を
決
め
る
基
準
と
な
る
、
東
経

一
三
五
度
日
本
標
準
時
子
午
線
が

通
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
た
ち
女
組
が
明
石
市
消

防
団
で
五
〇
番
目
の
班
に
任
命
さ
れ

て
か
ら
一
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
私
達
の

主
な
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
毎
年
の
出
初

式
や
行
事
で
の
司
会

進
行
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、

毎
年
決
ま
っ
た
行
事

を
継
続
し
て
開
催
で

き
る
こ
と
の
大
切
さ

を
知
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
有
事
の
際

に
は
市
民
の
皆
様
の

一
番
近
く
で
寄
り
添

え
る
存
在
に
な
れ
る

よ
う
、
地
域
行
事

（
夏
祭
り
や
と
ん
ど

等
）
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
笑
顔
で

過
ご
せ
る
時
間
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
で
は
男
性
団

員
と
一
緒
に
子
ど
も

達
に
水
消
火
器
の
使

い
方
を
指
導
し
て
い

ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
子
供
た

ち
の
笑
顔
を
見
て
、
消
防
団
員
と
し

て
守
る
べ
き
も
の
が
何
か
を
実
感
し

ま
す
。 

今
年
の
四
月
か
ら
新
た
な
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
取
得
し
て
い
る
団
員
も
初
心

に
戻
り
、
女
組
で
市
民
救
命
講
習
を

学
び
ま
し
た
。
救
命
の
連
鎖
同
様
、

止
め
る
こ
と
な
く
絶
え
間
な
く
活
動

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

今
後
ま
だ
ま
だ
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
地
域
に
寄
り
添
う

　
　
　
　
　
消
防
団
員
を
目
指
し
て
』

明
石
市
消
防
団

市民救命士講習
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